
 

   

 １．スタッフのマスク着用や小まめな手洗いに取り組みます。  

・ マスク着用ならびに手洗い、手指消毒を徹底しています。 

 

 ２．スタッフの健康管理を徹底します。 

・ 出社前の検温を実施しています。 

   ・ 勤務中に発熱した場合、速やかに帰宅を指示しています。 

 

 ３．施設内の定期的な換気を行います。 

・ 空港施設内は定期的に換気が行われています。 

・ 飛行中、機内の空気はジェット機で 2 分～3 分、プロペラ機で 4～6 分で 

入れ替わり、清潔な空気で保たれます。 

 

 ４．設備、器具などの定期的な消毒・洗浄を行います。 

   ・ 自動チェックイン機など多くのお客さまが触れる機器の 

定期的(1 日 3 回)な清掃・消毒を実施しています。 

・ 航空機はすべて定期的に消毒します。（原則、毎日夜間駐機時に実施します。） 

 

 ５．人と人との接触機会を減らすことに取り組みます。 

・ 一定の距離、ソーシャルディスタンシングを確保しています。 

   ・ カウンターに飛沫感染防止用のビニールシートを設置しています。 

   ・ スタッフは必要に応じてフェイスシールド着用しています。 

 

６．お客さまにも咳エチケットや手洗いを呼びかけます。 

・ 空港および機内において、お客さまに必ずマスクを着用するようお願いしています。 

   ・ お客さま用の手指消毒液を各所に設置しています。 

 

７．掲示やホームページなどを活用し、 

      会社の取り組みをお客さまに積極的にお知らせします。 

   ・ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止と、すべてのお客さまが安心して 

JAL グループの航空機をご利用いただけるよう弊社ホームページにて 

お知らせしています。 

   

 

                      

「新北海道スタイル」安心宣言 

私たち事業者は、 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、 

「 ７つの習慣化 」 

に取り組みます！ 


